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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の空間ごとに構成され、該空間に存在するユーザの行動を計測する行動センサ、ユ
ーザの状態を計測する状態センサ及びユーザの環境を計測する環境センサの少なくとも１
つのセンサ、及び制御対象機器を含むサブシステムを複数統合した複数のサブシステムの
統合システムに用いられ、前記複数のサブシステム間を移動するユーザにより所持される
携帯型電子機器であって、
　ユーザが存在する前記サブシステムのセンサからのセンサ情報を取得する情報取得手段
と、
　ユーザの行動、状態及び環境の少なくとも１つについてのユーザ履歴情報を記憶する履
歴情報記憶手段と、
　取得されたセンサ情報に基づいて、記憶されたユーザ履歴情報を更新する履歴情報更新
手段と、
　ユーザ履歴情報を用いた制御が行われる制御対象機器を、ユーザが存在する前記サブシ
ステムの制御対象機器の中から選択する制御対象機器選択手段と、
　を含むことを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記複数のサブシステムの複数のセンサの中から、ユーザが利用中のサブシステムにお
いて利用可能なセンサを選択するセンサ選択手段を含み、
　前記情報取得手段は、
　前記センサ選択手段により選択されたセンサからのセンサ情報を取得することを特徴と
する携帯型電子機器。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記センサ選択手段は、
　時間情報、ユーザの場所情報及びユーザの状況情報の少なくとも１つであるＴＰＯ情報
に基づいて、前記複数のサブシステムの複数のセンサの中から、ユーザが利用中のサブシ
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ステムにおいて利用可能なセンサを選択することを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかにおいて、
　前記制御対象機器選択手段は、
　時間情報、ユーザの場所情報及びユーザの状況情報の少なくとも１つであるＴＰＯ情報
に基づいて、前記複数のサブシステムの複数の制御対象機器の中から、ユーザが利用中の
サブシステムにおいて利用可能な制御対象機器を選択することを特徴とする携帯型電子機
器。
【請求項５】
　請求項１において、
　利用可能な制御対象機器がない場合には、ユーザ履歴情報を用いた制御対象機器の制御
は行われずに、前記履歴情報更新手段によるユーザ履歴情報の更新だけが行われることを
特徴とする携帯型電子機器。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかにおいて、
　利用可能なセンサがない場合には、前記履歴情報更新手段によるユーザ履歴情報の更新
は行われずに、ユーザ履歴情報を用いた制御対象機器の制御だけが行われることを特徴と
する携帯型電子機器。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかにおいて、
　携帯型電子機器の外部の制御対象の制御が可能な外部制御手段を含み、
　前記外部制御手段は、
　前記制御対象機器選択手段により制御対象機器が選択された場合に、選択された制御対
象機器の制御対象を、ユーザ履歴情報を用いて制御することを特徴とする携帯型電子機器
。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかにおいて、
　第１のサブシステムのセンサからのセンサ情報によりユーザ履歴情報が更新されたユー
ザが、第２のサブシステムの制御対象機器である第２の制御対象機器の利用が可能な状態
になったことを示す利用可能イベントの発生を判定するイベント判定手段を含み、
　前記制御対象機器選択手段は、
　前記利用可能イベントが発生した場合に、前記第２の制御対象機器を選択することを特
徴とする携帯型電子機器。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記利用可能イベントが発生した場合に、前記第２のサブシステムのセンサから取得さ
れたセンサ情報に基づいてユーザ履歴情報を更新する履歴情報更新手段を含むことを特徴
とする携帯型電子機器。
【請求項１０】
　請求項８又は９において、
　前記利用可能イベントが発生し、前記第２の制御対象機器が選択された場合に、ユーザ
履歴情報を用いた前記第２の制御対象機器の制御動作を開始させる制御処理手段を含むこ
とを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項１１】
　請求項１０において、
　前記制御処理手段は、
　前記利用可能イベントが発生した場合に、前記第２の制御対象機器の電源をオンにする
、或いは前記第２の制御対象機器を低消費電力モードから通常動作モードに復帰させる制
御を行うことを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項１２】
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　請求項１０又は１１において、
　前記制御処理手段は、
　前記利用可能イベントが発生した場合に、携帯型電子機器の電源をオフにする、或いは
携帯型電子機器を通常動作モードから低消費電力モードに移行させる制御を行うことを特
徴とする携帯型電子機器。
【請求項１３】
　請求項１２において、
　前記第２のサブシステムとの間で情報転送を行う情報転送手段を含み、
　前記制御処理手段は、
　前記利用可能イベントが発生した場合に、前記情報転送手段については電源をオフにし
ない、或いは通常動作モードに設定する制御を行うことを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項１４】
　請求項１０乃至１３のいずれかにおいて、
　前記制御処理手段は、
　前記第２の制御対象機器をユーザが利用できなくなる利用不可イベントが発生した場合
には、前記第２の制御対象機器の電源をオフにする、或いは前記第２の制御対象機器を通
常動作モードから低消費電力モードに移行させる制御を行うことを特徴とする携帯型電子
機器。
【請求項１５】
　請求項８乃至１４のいずれかにおいて、
　携帯型電子機器が前記第２のサブシステムの制御対象機器に装着された場合に、前記履
歴情報記憶手段が携帯型電子機器と前記第２のサブシステムの前記第２の制御対象機器と
で共用され、
　共用された前記履歴情報記憶手段のユーザ履歴情報が、前記第２のサブシステムのセン
サからのセンサ情報に基づき更新されることを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項１６】
　請求項８乃至１４のいずれかにおいて、
　前記利用可能イベントが発生した場合に、前記履歴情報記憶手段に記憶されるユーザ履
歴情報を、前記第２のサブシステムの第２の履歴情報記憶手段に転送する情報転送手段を
含むことを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項１７】
　請求項１６において、
　前記情報転送手段は、
　前記履歴情報記憶手段に記憶されるユーザ履歴情報と前記第２のサブシステムの第２の
履歴情報記憶手段に記憶されるユーザ履歴情報とを、同じ内容の情報に維持する情報同期
処理を行うことを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項１８】
　請求項８乃至１７のいずれかにおいて、
　前記第２のサブシステムとの間で無線による情報転送を行う情報転送手段を含み、
　前記イベント判定手段は、
　前記無線の強度を検出することで、前記利用可能イベントの発生を判定することを特徴
とする携帯型電子機器。
【請求項１９】
　請求項８乃至１７のいずれかにおいて、
　前記イベント判定手段は、
　前記第２のサブシステムにて利用可能なクレードルに携帯型電子機器が接続された場合
に、前記利用可能イベントが発生したと判定することを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項２０】
　請求項８乃至１９のいずれかにおいて、
　前記履歴情報記憶手段に記憶されるユーザ履歴情報を、前記第２のサブシステムの第２
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の履歴情報記憶手段に転送する情報転送手段と、
　ユーザ履歴情報を用いた前記第２の制御対象機器の制御動作を開始させる制御処理手段
を含み、
　前記イベント判定手段は、
　前記第２のサブシステムの場所に対するユーザの接近状態を判定し、
　前記情報転送手段は、
　接近状態が、第１の接近状態から、前記第１の接近状態よりも接近度合いが高い第２の
接近状態になった場合に、前記履歴情報記憶手段に記憶されるユーザ履歴情報を、前記第
２のサブシステムの前記第２の履歴情報記憶手段に転送し、
　前記制御処理手段は、
　ユーザの接近状態が、前記第２の接近状態から、前記第２の接近状態よりも接近度合い
が高い第３の接近状態になった場合に、ユーザ履歴情報を用いた前記第２の制御対象機器
の制御動作を開始させることを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項２１】
　請求項２０において、
　前記情報転送手段は、
　ユーザの接近状態が前記第２の接近状態である期間の間、前記履歴情報記憶手段に記憶
されるユーザ履歴情報と前記第２のサブシステムの前記第２の履歴情報記憶手段に記憶さ
れるユーザ履歴情報とを、同じ内容の情報に維持する情報同期処理を行うことを特徴とす
る携帯型電子機器。
【請求項２２】
　請求項２０又は２１において、
　前記制御処理手段は、
　ユーザの接近状態が、前記第２の接近状態から前記第１の接近状態になった場合に、ユ
ーザ履歴情報を用いた前記第２の制御対象機器の制御動作を停止させることを特徴とする
携帯型電子機器。
【請求項２３】
　請求項２０乃至２２のいずれかにおいて、
　前記イベント判定手段は、
　前記第１、第２、第３の接近状態を、距離による受信状態が異なる少なくとも２種類の
無線通信を利用して判断することを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項２４】
　所定の空間ごとに構成され、該空間に存在するユーザの行動を計測する行動センサ、ユ
ーザの状態を計測する状態センサ及びユーザの環境を計測する環境センサの少なくとも１
つのセンサ、及び制御対象機器を含むサブシステムを複数統合した統合システムに用いら
れ、前記複数のサブシステム間を移動するユーザにより所持される携帯型電子機器であっ
て、
　ユーザが存在する前記サブシステムのセンサの中から、ユーザが利用可能なセンサを選
択するセンサ選択手段と、
　前記センサ選択手段により選択されたセンサからのセンサ情報を取得する情報取得手段
と、
　ユーザの行動、状態及び環境の少なくとも１つについてのユーザ履歴情報を記憶する履
歴情報記憶手段と、
　取得されたセンサ情報に基づいて、記憶されたユーザ履歴情報を更新する履歴情報更新
手段とを含み、
　前記センサ選択手段は、
　時間情報、ユーザの場所情報及びユーザの状況情報の少なくとも１つであるＴＰＯ情報
に基づいて、ユーザが存在する前記サブシステムのセンサの中から、ユーザが利用可能な
センサを選択することを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項２５】
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　請求項２４において、
　第１のサブシステムのセンサからのセンサ情報によりユーザ履歴情報が更新されたユー
ザが、第２のサブシステムのセンサの利用が可能な状態になったことを示す利用可能イベ
ントの発生を判定するイベント判定手段を含み、
　前記センサ選択手段は、
　前記利用可能イベントが発生した場合に、ユーザ履歴情報を更新するためのセンサとし
て、前記第２のサブシステムのセンサを選択することを特徴とする携帯型電子機器。
【請求項２６】
　所定の空間ごとに構成され、該空間に存在するユーザの行動を計測する行動センサ、ユ
ーザの状態を計測する状態センサ及びユーザの環境を計測する環境センサの少なくとも１
つのセンサ、及び制御対象機器を含むサブシステムを複数統合した統合システムに用いら
れ、前記複数のサブシステム間を移動するユーザにより所持される携帯型電子機器のため
のプログラムであって、
　ユーザが存在する前記サブシステムのセンサからのセンサ情報を取得する情報取得手段
と、
　ユーザの行動、状態及び環境の少なくとも１つについてのユーザ履歴情報を記憶する履
歴情報記憶手段と、
　取得されたセンサ情報に基づいて、記憶されたユーザ履歴情報を更新する履歴情報更手
段と、
　ユーザ履歴情報を用いた制御が行われる制御対象機器を、ユーザが存在する前記サブシ
ステムの制御対象機器の中から選択する制御対象機器選択手段として、
　コンピュータを機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項２７】
　所定の空間ごとに構成され、該空間に存在するユーザの行動を計測する行動センサ、ユ
ーザの状態を計測する状態センサ及びユーザの環境を計測する環境センサの少なくとも１
つのセンサ、及び制御対象機器を含むサブシステムを複数統合した統合システムに用いら
れ、前記複数のサブシステム間を移動するユーザにより所持される携帯型電子機器のため
のプログラムであって、
　ユーザが存在する前記サブシステムのセンサの中から、ユーザが利用可能なセンサを選
択するセンサ選択手段と、
　前記センサ選択手段により選択されたセンサからのセンサ情報を取得する情報取得手段
と、
　ユーザの行動、状態及び環境の少なくとも１つについてのユーザ履歴情報を記憶する履
歴情報記憶手段と、
　取得されたセンサ情報に基づいて、記憶されたユーザ履歴情報を更新する履歴情報更新
手段として、
　コンピュータを機能させ、
　前記センサ選択手段は、
　時間情報、ユーザの場所情報及びユーザの状況情報の少なくとも１つであるＴＰＯ情報
に基づいて、ユーザが存在する前記サブシステムのセンサの中から、ユーザが利用可能な
センサを選択することを特徴とするプログラム。
【請求項２８】
　コンピュータ読み取り可能な情報記憶媒体であって、請求項２６又は２７のいずれかに
記載のプログラムを記憶したことを特徴とする情報記憶媒体。
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